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陳舜臣さんを語る会通信
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司馬遼太郎(1923.8.7-96.2.12)さんは今年、陳舜臣(1924.2.18-2015.1.21)さんは来年、生誕百年を迎えま

す。それぞれ、どんな記念行事が行われるか楽しみです。本号では、お二人の対談ほか、鼎談、座談、ご一

緒に登場される作品を取り上げました。なお、『街道をゆく 25(閩のみち) 』は既に、本通信No.10で紹介し

ていますのでここでは省きます。■遼太郎の「遼」は「 辶 」(二点しんにょう)です。 （編集委員 橘雄三）

私
が
大
阪
の
語
学
の
学
校
に
通
っ
て
い
た

昭
和
十
年
代
の
後
半
、
神
戸
か
ら
通
学
し
て

い
る
学
生
の
な
か
で
、
陳
姓
の
ひ
と
が
ふ
た

り
い
て
、
ど
ち
ら
も
温
厚
で
秀
才
の
評
判
が

高
か
っ
た
。

ひ
と
り
は
中
国
語
を
専
攻
し
て
い
た
陳
徳

仁
氏
で
あ
っ
た
。
他
の
ひ
と
り
は
イ
ン
ド
語

を
専
攻
し
て
い
た
陳
舜
臣
氏
で
、
陳
舜
臣
氏

に
よ
る
と
、
神
戸
か
ら
の
通
学
組
の
ひ
と
た

ち
が
こ
の
同
姓
の
両
人
を
区
別
す
る
の
に
、

わ
ざ
わ
ざ
陳
徳
仁
氏
の
ほ
う
を
、
男
前
の
陳

と
よ
ん
で
い
た
と
い
う
。
陳
舜
臣
氏
も
決
し

て
ぶ
お
と
こ
で
は
な
い
の
だ
が
、
陳
徳
仁
氏

・

・
・
・

が
鼻
筋
の
と
お
っ
た
面
長
の
容
貌
で
、
姿
勢

が
い
い
上
に
、
撓
う
よ
う
な
痩
身
で
あ
っ

し
な

た
た
め
に
そ
う
い
う
符
牒(

？)

が
ふ
さ

わ
し
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

二
十
余
年
前
、
陳
舜
臣
氏
が
江
戸
川

乱
歩
賞
を
受
け
た
と
き
、
こ
の
賞
の
事

務
を
主
掌
し
て
い
る
講
談
社
の
Ｓ
氏
が
わ
ざ

わ
ざ
電
話
で
報
ら
せ
て
く
れ
た
。

ー
あ
な
た
と
お
な
じ
学
校
だ
っ
た
陳
さ
ん
が

『
枯
草
の
根
』
と
い
う
作
品
で
賞
を
う
け
ら

れ
ま
し
た
。

陳
舜
臣
氏
が
小
説
を
書
い
て
い
る
こ
と
を

知
ら
な
か
っ
た(

夫
人
以
外
、
だ
れ
も
知
ら
な

か
っ
た
ろ
う)

た
め
に
、

ー
そ
れ
は
シ
ナ
語
の
陳
さ
ん
で
す
か
、
イ
ン

ド
語
の
陳
さ
ん
で
す
か
。

と
、
問
い
直
し
た
。
Ｓ
氏
は
、
電
話
の
震

動
板
の
む
こ
う
で
笑
い
出
し
た
。(

以
下
略)

■
陳
徳
仁
氏(

一
九
一
七
ー
九
八)

神
戸
華
僑
歴
史
博
物
館
の
創
設
者
、
初
代

館
長
。
孫
中
山
記
念
館(

現
在
の
孫
文
記
念
館)

開
設
に
も
尽
力
。

※
補
足

陳
徳
仁
氏
を
「
大
陳
」
、
陳
舜
臣
氏
を

「
小
陳
」
と
呼
ぶ
教
員
も
い
た
。
ま
た
、
徳

仁
氏
は
既
に
結
婚
し
て
い
た
の
で
、
「
奥
さ

ん
も
ち
の
陳
さ
ん
」
と
も
。

『
街
道
を
ゆ
く
21
神
戸･

横
浜
散
歩
、芸
備
の
道
』

「
陳
徳
仁
氏
の
館
長
室
」
よ
り
転
載

傍
線
は
編
集
委
員
の
加
筆

左から、モロゾフ、金井厚、陳舜臣、司馬遼太郎、
陳徳仁の各氏 (1982年7月、中華総商会会議室)

神戸華僑歴史博物館蔵

『
週
刊
朝
日
』
一
九
八
二
年
十
一
月
五
日
号
誌
面



章 題　　※茶字は陳/司馬の旅行 初出誌

（まえがき） 談天半天 ー 陳舜臣 書き下ろし

第一章 東夷北狄と中国の二千年 『オール讀物』1974.８

第二章 近代における中国と日本の明暗　　　 『オール讀物』7５.新春号

第三章 日本の侵略と大陸の荒廃 『オール讀物』76.８

第四章 シルクロード、その歴史と魅力 『オール讀物』7８.1

（あとがき） 数千年の重み ー 司馬遼太郎 書き下ろし

77.7  陳/「シルクロードの旅」取材　　77.11 司馬/中国旅行

  ※1975．5　司馬/中国旅行→『長安から北京へ』

『対談　中国を考える』　各章題と初出誌ほか

1972.10  陳/初めての中国旅行

73.8  司馬/モンゴルへ →『街道をゆく 5 モンゴル紀行』

74．9  陳/大連、大寨、延安ほか

75.５  司馬/中国旅行　　75.8  陳/「敦煌の旅」取材

73.8-9  陳/西安、蘭州から新疆へ

2023.1.1 陳舜臣さんを語る会通信 NO.93 ＜ ２ ＞

『対談 中国を考える 司馬遼太郎 陳舜臣』 内容 （１）

古
来
、
日
本
と
中
国
は
密
接
な
関

係
を
保
っ
て
き
た
。
だ
が
現
実
に
は
、

中
国
人
は
日
本
に
と
っ
て
極
め
て
判

り
に
く
い
民
族
な
の
で
は
な
い
か
。

ぶ
つ
か
ら
な
い
た
め
に
は
理
解
す
る

こ
と
、
理
解
す
る
た
め
に
は
知
る
こ

と-

両
国
の
歴
史
に
造
詣
の
深
い
二
大

家
が
、
こ
の
隣
人
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
る
べ
き
か
、
長
い
歴
史
を
踏
ま
え

て
深
く
思
索
す
る
中
国
論
・
日
本
論
。

■
正
坐
は
中
国
か
ら
き
た

陳

中
国
人
は
正

坐
で
す
ね
。
胡
人

は
あ
ぐ
ら
で
す
。

で
す
か
ら
あ
ぐ
ら

は
胡
坐
と
書
き
ま

す
ね
。
そ
れ
か
ら

胡
床
。

司
馬

胡
床
と
い

う
と
椅
子
。

■
中
国
人
の
日
本

理
解
は
貧
弱

司
馬

日
中
の
あ

い
だ
に
一
つ
の
橋

を
か
け
た
空
海
に

つ
い
て
は
非
常
に
小
さ
な
関
心
で
し

か
な
い
。
要
す
る
に
中
国
は
、
あ
く

ま
で
も
明
治
以
後
、
い
ち
早
く
近
代

化
を
や
り
出
し
た
日
本
に
、
自
分
た

ち
の
近
代
化
の
問
題
を
重
ね
あ
わ
せ

て
関
心
を
持
っ
た
ん
だ
と
思
う
。

日
本
に
つ
い
て
、
中
国
人
も
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
も
大
き
く
認
識
を
間
違
っ

た
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

よ
く
考
え
た
ら
日
本
文
化
は
中
国

文
化
の
支
店(

ブ
ラ
ン
チ)

で
は
な
い

ん
で
ね
。

陳

明
治
の
初
め
に
、
中
国
で
い
え

ば
清
末
に
、
日
本
に
公
使
館
の
書
記

官
と
し
て
来
て
い
た
黄
遵
憲
が
「
日

こ
う
じ
ゅ
ん
け
ん

本
国
志
」
と
い
う
の
を
書
い
て
い
る
。

こ
れ
が
日
本
の
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
書

い
た
最
初
や
ね
。

■
翻
訳
語
で
は
中
国
よ
り
日

本
が
う
ま
い

・
日
本
人
が
つ
く
っ
た
言
葉

を
中
国
が
逆
輸
入…

憲
法
、

哲
学
、
経
済

・
新
し
い
概
念
を
持
っ
て
再

生…

人
民
、
共
和

■
批
林
批
孔
の
真
の
ね
ら
い

ひ

り

ん

ひ
こ
う

司
馬

日
本
の
場
合
は
儒
教

よ
り
も
漢
学
的
思
考
法
を
学

ん
で
き
た
だ
け
だ
か
ら
、
上

衣
と
同
じ
で
簡
単
に
脱
げ
る

わ
け
だ
。
洋
学
的
思
考
法
に

変
え
ま
し
ょ
う
と
い
っ
た
ら

簡
単
で
ね
。

中
国
に
と
っ
て
儒
教
は
膚
だ
か
ら

は
だ

ね
。
皮
膚
は
脱
げ
な
い
。

■
復
古
主
義
の
罠
に
か
か
っ
て
は
い

け
な
い

陳

歴
史
は
そ
こ
か
ら
、
教
訓
を
と

り
出
す
べ
き
も
の
で
、
そ
こ
へ
戻
っ

ち
ゃ
な
ん
に
も
な
ら
な
い
と
お
も
う
。

戻
り
た
い
よ
う
な
魅
力
の
あ
る
時
代

が
、
ほ
ん
と
う
に
あ
る
だ
ろ
う
か
？

僕
は
な
か
っ
た
と
信
じ
る
ね
。

司
馬

僕
が
中
国
人
で
あ
っ
て
も
、

心
か
ら
そ
う
思
う
。
住
民
に
と
っ
て

い
い
時
代
な
ど
は
な
か
っ
た
。

文
春
文
庫
版
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

第
一
章

「
東
夷
北
狄
と
中
国
の
二
千
年
」

『対談 中国を考える』(1978 文藝春秋)

は、四つの対談からなっています。

1972年、日中の国交が回復し、左の表

の茶字のとおり、陳、司馬両氏の中国大

陸への旅行が実

現します。特に

陳さんの中国行

きは、堰を切っ

たようです。４

回の対談は、そ

んな過程におこ

なわれたもので

す。

文藝春秋版表紙→

孔子を否定し、合わせて林彪（りんぴょう）を 批判し、

文化大革命をもう一度あおるんだ！

(『てんこもり 近・現代漫画日本・世界史』)

上
の
画
像
は
、孔
子
の
話
を
聞
く
弟
子
た
ち
、

み
ん
な
正
坐
し
て
い
る

(

株)

エ
ス
ピ
ー
オ
ー
発
行
『
恕
の
人
ー
孔
子
伝
ー
』



西暦 事　件

1875 江華島事件

1876 日朝修好条規

1882
壬午軍変　大院君派の巻き返し
クーデター　一時は成功したかに
見えたが、閔氏政権復活

1884
甲申事変　金玉均、朴泳孝ら親日
派独立党のクーデター、失敗

1894 甲午農民戦争(東学党の乱)

西暦 事　件

1906 南満州鉄道設立(-1945)

1931 柳条湖事件　翌年、満州国樹立

1936 綏遠事件(百霊廟事件)

1937 盧溝橋事件→日中戦争

1939 ノモンハン事件

西暦 事　件

1871 台湾の山岳民、琉球漂流民を殺害

1874 日本、台湾に出兵(西郷従道)

大久保利通北京へ

当時、清国は、新疆省における、回教徒の
反乱、ロシアによる領土侵犯など多難で
あった

2023.1.1 陳舜臣さんを語る会通信 NO.93 ＜３＞

(

『
オ
ー
ル
讀
物
』
一
九
七
五
年
新
春
特
大
号
誌
面)

本
号
、
前
ペ
ー
ジ
一
覧
表
、
初
出
誌
の
欄
に
表
示
し
た

よ
う
に
、
四
回
い
ず
れ
も
、
初
出
は
『
オ
ー
ル
讀
物
』

で
す
。
そ
し
て
、
多
少
の
加
筆
と
改
題
の
後
、
単
行
本

化
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
二
回
目
の
対
談
の
元
の
題
は

右
の
画
像
に
あ
る
通
り
、
「
日
本
が
ア
ジ
ア
で
輝
い
た

日
」
で
し
た
。
そ
し
て
、
次
の
よ
う
な
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

が
つ
い
て
い
ま
す
。

阿
片
戦
争
以
後
、
列
強
の
力
の
前
に
崩
れ
ゆ
く
中
国
と

明
治
維
新
で
ア
ジ
ア
の
模
範
生
と
な
る
日
本
。
日
清
戦

争
前
後
の
日
中
傑
物
政
治
家
、
思
想
家
の
群
像

こ
の
章
は
歴
史
的
背
景
の
対
話
が
多
い
。

ま
ず
、
日
清
戦
争
。

■
李
鴻
章
の
私
兵
と
戦
っ
た
日
本

司
馬

李
鴻
章
は
、
一
隻
で
も
沈
ん
だ
ら
、
自
分
の
政

治
勢
力
が
そ
の
分
だ
け

減
る
。
だ
か
ら
、
で
き

る
だ
け
丁
汝
昌
の
よ
う

な
勇
将
に
「
ひ
っ
こ
ん

ど
れ
、
ひ
っ
こ
ん
ど
れ
」

と
威
海
衛
に
ひ
っ
こ
ま

せ
て
お
い
て
、
結
局
華
々

し
く
や
ら
ん
じ
ま
い
で

終
っ
て
る
で
し
ょ
う
。

そ
う
い
う
の
が
日
清
戦

争
の
戦
争
と
し
て
の
本

質
や
と
思
う
。

■
日
露
戦
争
の
原
因

陳

武
器
と
か
を
対
ロ
シ
ア
用
に
つ
く
ろ
う
と
し
た
ん

で
す
が
、
日
清
戦
争
の
賠
償

金
で
ま
た
で
き
ん
よ
う
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
ね
。

そ
う
す
る
と
ロ
シ
ア
の
圧
力

は
強
く
な
る
。
だ
か
ら
日
本

は
日
露
戦
争
の
原
因
を
自
分

で
つ
く
っ
て
る
わ
け
で
す
ね
。

清
国
を
叩
く
こ
と
で
、
清
国

の
防
衛
費
が
出
ん
よ
う
に
し

て
し
ま
っ
た
。
そ
う
す
れ
ば

ロ
シ
ア
は
南
下
し
ま
す
わ
ね
。

■
関
東
軍
の
謀
略
的
体
質

陳

日
本
の
謀
略
に
は
議
会
の
承
認
が
い
ら
な
い
機
密

費
が
あ
る
た
め
に
、
そ
れ
に
く

ら
い
つ
い
て
く
る
変
な
人
物
が

多
い
で
す
ね
。
日
中
戦
争
の
最

中
、
傀
儡
政
権
を
つ
く
る
と
き

に
、
呉
佩
孚
の
担
ぎ
出
し
運
動

ご

は

い

ふ

が
あ
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
北
洋

軍
閥
の
ど
う
し
よ
う
も
な
い
お

じ
い
さ
ん
で
す
よ
。
十
数
年
前

に
も
う
結
果
が
出
て
し
ま
っ
た

人
で
す
わ
。

司
馬

呉
佩
孚
と
い
う
の
は
辛

亥
革
命
さ
え
理
解
で
き
な
か
っ

た
骨
董
品
で
し
ょ
う
。
と
も
か

く
日
本
は
旧
満
州
と
い
う
も
の
を
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
に
し

た
わ
け
だ
ね
。

司
馬

ぼ
く
は
初
め
て
だ
っ
た
け
ど
、
西
域
は
、
陳
さ

ん
は
今
度
で
二
度
目
。…

…

陳

そ
う
、
新
疆
は
二
度
で
す
け
ど
、
甘
粛
省
の
敦
煌

を
あ
わ
せ
た
ら
西
北
は
三
度
目
で
す
わ
。

陳
さ
ん
の
自
家
薬
籠
中
の
も
の
、
楊
増
新
な
ど
と
い
う

よ
う
ぞ
う
し
ん

独
裁
者
の
こ
と
が
出
て
き
た
り
す
る
が
、
こ
の
章
は
、

概
し
て
わ
か
り

や
す
く
、
ま
た
、

牛
耳
る
の
語
源

・
・
・

な
ど
出
て
き
て

楽
し
い
。

文
春
文
庫
版
表
紙

『対談 中国を考える 司馬遼太郎 陳舜臣』 内容 （２）

第
二
章
「
近
代
に
お
け
る
中
国
と
日
本
の
明
暗
」
補
足

第
四
章
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
、そ
の
歴
史
と
魅
力
」
補
足

第
三
章
「
日
本
の
侵
略
と
大
陸
の
荒
廃
」
補
足

同
誌
挿
絵
よ
り



2023.1.1 陳舜臣さんを語る会通信 NO.93 ＜ ４ ＞

東
ア
ジ
ア
を
舞
台
に
演
じ
ら
れ
た
治
乱
興
亡
の
歴

史
ド
ラ
マ
か
ら
風
土
と
習
俗
、
食
の
文
化
、
近
代
へ

の
足
ど
り
ま
で
を
新
た
な
視
点
で
縦
横
に
語
り
尽
す
。

該
博
な
知
識
と
透
徹
の
史
眼
で
、
日
本
・
中
国
・
朝

鮮
の
錯
綜
す
る
三
国
交
流
の
過
去
と
現
在
を
読
み
解

き
、
よ
り
良
い
隣
国
関
係
の
あ
り
方
を
探
る
。
円
熟

の
三
作
家
に
よ
る
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
対
話
集
。

■
金
達
寿(

キ
ム
・
タ
ル
ス)

一
九
一
九
年
、
朝
鮮
・
慶
尚
南
道
生
ま
れ
。
一
九

三
〇
年
に
来
日
。
日
本
大
学
芸
術
科
卒
業
。
神
奈
川

新
聞
、
京
城
日
報
記
者
、
雑
誌
編
集
者
な
ど
を
経
て
、

一
九
四
九
年
『
後
裔
の
街
』
を
刊
行
、
作
家
生
活
を

続
け
て
い
る
。
主
な
作
品
に
『
玄
界
灘
』
『
朴
達
の

裁
判
』
『
太
白
山
脈
』
『
日
本
の
中
の
朝
鮮
文
化
』

『
故
国
ま
で
』
等
の
ほ
か
『
金
達
寿
評
論
集
』
が
あ

る
。 『

歴
史
の
交
差
路
に
て

日
本
・中
国
・朝
鮮

司
馬
遼
太
郎
・陳
舜
臣
・金
達
寿
』

(

一
九
八
四
年
講
談
社)

陳

仏
教
国
で
お
寺
が
兵
隊
を
養
っ
て
い
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
ね
。
日
本
の
僧
兵
の
よ
う
に
。

司
馬

叡
山
や
三
井
寺
の
。

陳

中
国
に
も
少
林
寺
拳
法
が
あ
る
が
、
あ
れ
は
健
康
法
、

体
操
の
一
種
な
ん
で
す
ね
。
し
か
も
、
拳
法
を
使
っ
て
僧

兵
を
養
い
寺
を
守
っ
て
お
っ
た
と
い
う
事
実
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
点
で
日
本
は
尚
武
の
国
だ
と
い
え
る
ん
じ
ゃ
な

い
で
す
か
。
そ
れ
か
ら
、
非
常
に
派
閥
好
き
だ
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。

一
つ
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
、
そ
れ
を
守
る
の
は
武
力
し

か
な
い
と
す
る
考
え
は
、
日
本
人
の
根
本
的
な
思
考
方
法

だ
と
思
い
ま
す
ね
。

司
馬

中
国
に
し
て
も
イ
ン
ド
に
し
て
も
、
武
力
に
頼
ら

ず
し
て
自
己
を
守
る
方
法
を
い
っ
ぱ
い
持
っ
て
お
っ
た
わ

け
で
す
ね
。
人
文
で
守
ろ
う
と
す
る
。

陳

日
本
人
は
、
頭
か
ら
、
武
力
が
一
番
て
っ
と
り
早
い

と
い
う
考
え
方
で
す
ね
。
い
つ
で
も
臨
戦
体
制
な
ん
だ
。

陳舜臣・司馬遼太郎 対談、鼎談３編

文
庫
版
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

『
文
藝
春
秋
』
一
九
七
０
年
十
一
月
号

世
界
の
一
員
と
し
て
の
日
本
。
日
本
人
は
ど
う
生
き
た
ら
い

い
の
だ
ろ
う
。
「
単
一
民
族
神
話
」
に
慣
れ
た
日
本
人
に
は
む

ず
か
し
い
課
題
だ
。
日
本
人
を
見
つ
め
つ
づ
け
る
二
人
の
語
ら

い
。
世
界
を
舞
台
に
日
本
の
将
来
を
築
く
若
者
た
ち
へ
の
熱
き

エ
ー
ル
。

■
司
馬
遼
太
郎

一
九
二
三
年
大
阪
市
生
ま
れ
。
大
阪
外
国
語
学
校
卒
。
学
徒

出
陣
で
満
州
に
渡
る
。
戦
後
、
産
経
新
聞
社
に
入
社
。
昭
和
三

十
四
年
、
『
梟
の
城
』
で
第
四
十
三
回
直
木
賞
を
受
賞
。
『
竜

馬
が
ゆ
く
』
『
国
盗
り
物
語
』
な
ど
著
作
多
数
。
各
時
代
の
さ

ま
ざ
ま
な
人
物
を
主
人
公
に
し
た
歴
史
小
説
ほ
か
エ
ッ
セ
イ
、

紀
行
文
で
も
多
く
の
読
者
を
得
た
。

陳
舜
臣
対
談
集

『
歴
史
に
未
来
を
観
る
』(

二
〇
〇
四
年
集
英
社)

講談社文庫版表紙

文
庫
版
「
対
話
者
紹
介
」

対
談
：司
馬
遼
太
郎
「
日
本
人
と
国
際
化
」

初
出
：『
サ
ン
ケ
イ
新
聞
』
一
九
八
七
年
一
月
一
日

◇
対
談
者
紹
介

題
名
に
触
れ
た
箇
所

表紙

同誌面


